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研究分野：精神看護 専門看護師実践

Cognitive Adaptation Training（CAT）

  重度かつ慢性精神疾患

■■精精神神科科病病院院ににおおけけるる退退院院支支援援看看護護実実践践ににつついいてて
精神科長期入院患者への退院支援における看護実践の内容は、患者の準備状態に応じていくつかの段階

に分かれています。段階に応じた看護実践によって、長期入院患者の地域移行が進んでいきますが、段階
が進むにつれ、患者の家族からの協力や他職種連携が必要になっていきます。

■■精精神神科科看看護護ススペペシシャャリリスストトにによよるる退退院院支支援援のの実実際際ににつついいてて
一般の看護師は、退院調整には欠かせない、患者の家族とのかかわりや他職種連携を苦手と感じている

ことがわかっています。このような中、精神科認定看護師や精神看護専門看護師がリーダーシップをとっ
て、困難患者の退院支援にあたっていますが、その活動はあまり評価されていません。そのような活動を
可視化し、一般科と同じような退院調整看護師制度の構築を目指した研究をしています。

■CCAATT--CCooggnniittiivvee  AAddaappttaattiioonn  TTrraaiinniinngg  ((認認知知適適応応トトレレーーニニンンググ))--ををを用用いいたた重重度度かかつつ慢
慢性性精精神神疾疾患患患患者者へへのの地地域域移移行行・・地地域域定定着着をを目目指指ししたた看看護護にに関関すするる研研究究
CATはテキサス大学健康科学センター精神科のDawn I. Velligan,ら(2018)によって標準化された統合失

調症、双極症等の重度かつ慢性精神疾患患者を対象とした認知機能障害に焦点を当てた心理社会的リハビ
リテーションにおける介入技法です。研究者はこの技法を学びに渡米しトレーニングを受けています。CAT
を元に日本の現状に合わせた効果的な介入方法が開発されれば，看護師による地域移行・地域定着におけ
る標準的な看護ケアの確立に寄与するものであると考え、現在その実装にむけて研究を続けています。

研究者は精神看護専門看護師として、精神科医療の現場で困難患者への看護実践、
看護師への教育・相談、倫理調整、多職種連携チームの運営を行ってきました。その
ような活動の中で、精神保健医療福祉の最も大きな課題と感じていたのが精神科長期
入院患者の存在です。日本の精神科入院患者数は世界一であり、2019年10月には国連
・障害者権利委員会から重大な人権侵害であると注意勧告を受けています。これを解
消しようと、国の施策によって施設収容型医療から地域医療中心へとの急な方向転換
が図られ、すべての精神科病院で長期入院患者への退院支援が求められることになり
ました。しかし、退院が難しい対象はいわゆる重度かつ慢性疾患患者と呼ばれる方々
で、臨床では様々な対応がなされているにもかかわらず、長期入院あるいは入退院を
繰り返す中で、未だこの方々の地域定着が難しいのが現状です。この現状に対して、
精神科看護師が介入し、かつ効果的だと考えられる技法についての研究を続けていま
す。

重重度度かかつつ慢慢性性精精神神疾疾患患患患者者へへのの地地域域移移行行支支援援
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研究分野：公衆衛生看護学 母子保健

■■安安定定ししたた育育児児ににつつななががるる要要因因
自閉スペクトラム症のある母親は、日々の子育てや家事の細かなタスクを、パターン化するという方策

で乗り切っていました。しかし、マルチタスクや臨機応変な対応を求められる育児において、パターン化
することでうまくいかない場合には、固定されたパターンをはずし、新たなパターンにのりかえる対処を
行っていました。また、苦手なところやできないところは全面的に代行してもらうことで円滑な生活を送
っていました。さらに、これまでの人生で生きづらさを経験してきたことから、子どもを健全に育てるた
めに努力することや、責められない支援を受けること、マジョリティとは距離を置き仲間とつながる心地
よい場をつくりだすことをしていましたが、これらのことは自分自身のためだけではなく、同じ特性をも
つ仲間のためにもなされていました。そして、子どもを思いやり、子どもや社会との関係性のなかでの自
己をイメージし、子育てのなかで多くの肯定的な経験を重ねていることを明らかにしました。（自閉スペ
クトラム症の特性がある母親の育児の経験：安定につながる要因の検討,2022より）

■■出出産産後後にに子子どどももををかかわわいいいいとと思思ええななかかっったた母母親親がが子子どどももととのの間間にに形形成成すするる絆絆
出産後は複層的な困難な状況と母親役割の負荷が大きく、子どもとの情緒的絆は形成されていませんで

した。その後母親役割から解放されることや時間が経過することで、絆が形成されていました。その絆は
子どもとの距離があり、標準的な母親像からも離れている独自のものでした。自閉スペクトラム症女性の
育児は、ありのままで尊重されるべきであり、多様性が尊重される枠に収まらない支援の提供が望まれる
ことを考察しました。（産後子どもをかわいいと思えなかった母親が子どもとの間に形成する絆―自閉ス
ペクトラム症のある女性の語りから―,2023より）

■■子子育育てて中中のの母母親親のの「「安安心心」」ととはは
安心は子育て中の母親からよく聞かれる言葉です。育児支援施策でも多用され、目指すものとされて

います。この研究では、子育て中の母親の「安心感」を測定する尺度を開発しました。母親へのインタ
ビュー調査、概念分析、2段階の調査を実施しました。尺度は、3因子「肯定感がある」「おだやかであ
る」「周囲とのつながりがある」の35項目から構成されました。

自自閉閉ススペペククトトララムム症症ののああるる女女性性がが

安安心心ししてて子子どどももをを育育ててるるたためめのの支支援援

自閉スペクトラム症を含む発達障害が注目され支援制度が整備されてきたのは、1990年
代半ばです。その後約30年を経過し、妊娠・出産・育児を経験する発達障害のある女性は
増加しています。発達障害のある女性は、妊娠中から出産、育児期にかけて、多くの困難
な状況を抱えていることが報告され、心理社会的問題への対応は急務となっています。現
在行っている研究では、自閉スペクトラム症に焦点を当て、インタビュー調査を実施して
います。自閉スペクトラム症がある女性の経験を基に、専門職や家族の経験知を統合し、
支援ニーズを明らかにしていこうと考えています。自閉スペクトラム症のある女性が、安
心してその人らしく、妊娠から育児期の生活を送ることができることを目指しています。
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研究分野：精神看護 専門看護師実践

Cognitive Adaptation Training（CAT）

  重度かつ慢性精神疾患

■■精精神神科科病病院院ににおおけけるる退退院院支支援援看看護護実実践践ににつついいてて
精神科長期入院患者への退院支援における看護実践の内容は、患者の準備状態に応じていくつかの段階

に分かれています。段階に応じた看護実践によって、長期入院患者の地域移行が進んでいきますが、段階
が進むにつれ、患者の家族からの協力や他職種連携が必要になっていきます。

■■精精神神科科看看護護ススペペシシャャリリスストトにによよるる退退院院支支援援のの実実際際ににつついいてて
一般の看護師は、退院調整には欠かせない、患者の家族とのかかわりや他職種連携を苦手と感じている

ことがわかっています。このような中、精神科認定看護師や精神看護専門看護師がリーダーシップをとっ
て、困難患者の退院支援にあたっていますが、その活動はあまり評価されていません。そのような活動を
可視化し、一般科と同じような退院調整看護師制度の構築を目指した研究をしています。

■■CCAATT--CCooggnniittiivvee  AAddaappttaattiioonn  TTrraaiinniinngg  ((認認知知適適応応トトレレーーニニンンググ))--をををを用用いいたた重重度度かかつつ
慢慢性性精精神神疾疾患患患患者者へへのの地地域域移移行行・・地地域域定定着着をを目目指指ししたた看看護護にに関関すするる研研究究
CATはテキサス大学健康科学センター精神科のDawn I. Velligan,ら(2018)によって標準化された統合失

調症、双極症等の重度かつ慢性精神疾患患者を対象とした認知機能障害に焦点を当てた心理社会的リハビ
リテーションにおける介入技法です。研究者はこの技法を学びに渡米しトレーニングを受けています。CAT
を元に日本の現状に合わせた効果的な介入方法が開発されれば，看護師による地域移行・地域定着におけ
る標準的な看護ケアの確立に寄与するものであると考え、現在その実装にむけて研究を続けています。

研究者は精神看護専門看護師として、精神科医療の現場で困難患者への看護実践、
看護師への教育・相談、倫理調整、多職種連携チームの運営を行ってきました。その
ような活動の中で、精神保健医療福祉の最も大きな課題と感じていたのが精神科長期
入院患者の存在です。日本の精神科入院患者数は世界一であり、2019年10月には国連
・障害者権利委員会から重大な人権侵害であると注意勧告を受けています。これを解
消しようと、国の施策によって施設収容型医療から地域医療中心へとの急な方向転換
が図られ、すべての精神科病院で長期入院患者への退院支援が求められることになり
ました。しかし、退院が難しい対象はいわゆる重度かつ慢性疾患患者と呼ばれる方々
で、臨床では様々な対応がなされているにもかかわらず、長期入院あるいは入退院を
繰り返す中で、未だこの方々の地域定着が難しいのが現状です。この現状に対して、
精神科看護師が介入し、かつ効果的だと考えられる技法についての研究を続けていま
す。

重重度度かかつつ慢慢性性精精神神疾疾患患患患者者へへのの地地域域移移行行支支援援

− 149 −

人
間
看
護
学
部

人
間
看
護
学
部

− 150 −

人
間
看
護
学
部

人
間
看
護
学
部


